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第五次総合計画 中期戦略の進行管理 

第１ 基本的な考え方 

 平成27年度は、「第五次総合計画」のスタート年にあたり、組織再編に伴い企画課と財政課が企画

政策部に統合されたメリットを最大限に活かしながら、「行政マネジメントの基本方針」に基づき、「行政

評価」、「実施計画」、「予算編成」を効果的に連動させたPDCAマネジメントによる「行政経営システム」

を構築します。 

 この「行政経営システム」によるPDCAマネジメントサイクルを効果的に活用し、第五次総合計画の中

期戦略に掲げる施策目標を達成するため、行政の経営資源を有効活用し、最大の成果を上げること

を目指していきます。  

 そのため、行政評価については、次の3点を基本的な考え方として、実施していきます。 

１ 成果志向の行政経営  

 行政運営に経営的な視点を取り入れ、これまでの「計画重視（手続き主義）」から「成果志向（決算主

義）」へと転換を図り、行政サービスの質的な向上を図ります。具体的には、事業年度の中途で行政評

価を行い、現状の課題を翌年度予算編成につなげる仕組みを構築します。 
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２ 行政資源の効率的配分  

 限られた行政資源を効率的・効果的に活用し、事業を推進するために、事務事業の必要性、効果等

を評価していきます。具体的には、中期戦略に位置づけられた施策を実現する観点から、事務事業の

重点化や縮小・廃止などのマネジメントを行い、予算の効率的な配分を推進します。 

３ 職員の意識改革  

 職員が担当する事業が何のためにあるのかを考え、総合計画における位置づけや事業の目的や有

効性等を常に意識することにより、コスト意識や政策立案能力の向上を図ります。具体的には、担当

職員が事務事業評価シートを作成し、担当課長が評価責任者としてマネジメントする仕組みを構築し

ます。 
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第２ 第五次総合計画と行政評価 

 行政評価は、施策評価と事務事業評価で構成し、中期戦略に位置づけられる25施策の指標の進行

管理を目的とします。 

 施策評価は、評価責任者を事業部長とし、経営資源の最適配分を行う観点から、各施策を構成する

事務事業の最適化マネジメントを行うことなどを目的に評価を行います。 

 事務事業評価は、評価責任者を課長とし、成果重視に基づく評価指標の分析、業務改善案を検討し

翌年度の予算編成に反映させることなどを目的に評価を行います。 

事務事業評価 

政策評価 

課長 

・経営資源の配分 

・手段の最適性検証
（事務事業のマネジメ
ント等） 

・成果重視 
（指標設定） 
・業務改善 

（翌年度予算編成
への反映・活用） 

事務事業（227） 
評価対象 
（187） 

プロジェクト（10） 
施策（指標）（25） 
主な取り組み（76） 

基本戦略（3） 

目指す都市像
（1） 

政策体系 行政評価 評価責任者 

施策評価 

事業担当者 

理事者 

事業部長 

重点評価項目 

・政策の数値化 

・将来ビジョンの明
確化 

長
期
戦
略 

中
期
戦
略 

実
施
計
画 

 行政評価の対象は、全市戦略に位置づけられている施策評価とそれに関連する事務事業評価とし

ます。行政評価の結果に基づき、ハード事業は実施計画の補正で対応し、ソフト事業は予算編成で対

応します。 
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都市像 
～地域ビジョン～ 

基本戦略A 

基本戦略B 

基本戦略C 

長期戦略 

全市戦略 

中期戦略 実施計画（Plan） 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 

事務事業（ソフト） 

第五次総合計画 

主な取り組み 

その他の大型 
・主要事業 

プロジェクト 
施策 
指標 

施策 
指標 

プロジェクト 

運用 

事務事業（ハード） 

実施計画の補正 

予算編成 

事業の執行（Do） 

評価（Check) 

行政評価 

改善（Action) 

主な取り組み 

主な取り組み 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

行政評価 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 
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第３ 行政評価の概要 
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１ 事務事業評価の概要  

 事務事業評価は、施策に紐付けられる事務事業のうち、主に市に裁量権がある事業及び新規事業

を対象とし、次の事業は対象外とします。 

 (1) 法定受託事務等の市に裁量権のない事業 

 (2) 組織や職員を管理するための経常的な内部管理事務費のみの事業 

 (3) 一部事務組合等への負担金のみの事業 

 事務事業評価は、「事中評価」と「事後評価」の２つで構成し、実施時期や目的は次のとおりとします。 

評価名 実施時期 目的・活用 評価内容 
最終 
評価者 

事中評価 N年9月～10月 

・現状の課題抽出 
・改革、改善案の 
 提案 
・予算編成に活用 
 （予算との連動） 

・3つの評価視点による評 
 価（妥当性・有効性・効率 
 性）と事業の総合評価 
・「成果の方向性」と「コスト 
 の方向性」から今後の方 
 向性を評価（7分類） 
・課題抽出や改善案等の定 
 性評価 

担当課長 
 

（施策評価に
より理事者） 

事後評価 N+1年6月 
・評価指標の分析 

・決算説明資料へ
の活用 

・設定した評価指標の実績 
 値を定量評価 
・「取組内容」「成果」「課題」 
 の定性評価 

担当課長 

２ 施策評価の概要  

 施策評価は、「事中評価」と「事後評価」の２つで構成し、実施時期や目的は次のとおりとします。 

評価名 実施時期 目的・活用 評価内容 
最終 
評価者 

事中評価 N年9月～10月 

・経営資源の配分 
・事務事業の最適 
 化マネジメント 
・予算編成に活用 
 （予算との連動） 

・施策における事業の構成 
 や重点化の検討 
・「事業構成の適正性」「事 
 業の重点化」「役割分担の 
 妥当性」の定性評価 

理事者 

事後評価 N+1年6月 

・施策指標の進行  
 管理 
・翌々年度の予算 
 編成の参考資料 
 として活用 

・設定した施策指標の実績 
 値の定量評価 
・「施策指標の分析」の定性 
 評価 

事業部長 

(1) 対象施策 

   施策評価の対象は、中期戦略に位置づけられた25施策全てとします。 

(1) 対象事業 

(2) 概要 

(2) 概要 
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第４ 評価結果の概要 
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１ 評価対象  

部等名 
施策 
評価数 

事務 
事業数 

事務事業 
評価対象 

新規提案 
事業 

理事者評価対象事業 

うち事務
事業評価 

うち 
実計補正 

総務部 2 15 8 0 1 1 0 

企画政策部 7 17 10 1 5 5 0 

市民生活事業部 9 17 15 3 4 4 0 

健康福祉事業部 7 33 29 1 10 8 2 

産業振興事業部 13 41 36 2 15 12 3 

建設事業部 5 26 19 2 13 3 10 

市民交流センター 3 9 8 0 3 3 0 

こども教育部 11 66 59 0 17 11 6 

水道事業部 3 3 3 0 1 0 1 

合計 60 227 187 9 69 47 22 

総合評価 
事務 
事業数 

割合(%) 

A：計画どおりに事業を進めることが適当 62 33.1 

Ｂ：事業の進め方の改善の検討 51 27.3 

Ｃ：事業規模・内容・主体の見直し検討 71 38.0 

Ｄ：事業の統合・休廃止の検討 3 1.6 

合計 187 100.0 

(1) 総合評価 

２ 評価結果の概要  

◆ 施策評価は全25施策を対象として実施しました。 

◆ 複数の事業部で構成する施策については、各事業部でそれぞれ施策評価を実施したため、60の 

  施策評価シートの評価を行いました。 

◆ 企画政策部長評価（第１次評価）では、施策に紐付けられる事務事業227のうち、事務事業評価の 

  対象187に加えて、新規事業9の評価を事務事業評価を行いました。 

◆ 理事者評価（第2次評価）では、重点事業となる69事業を評価対象とし、事務事業評価では47事 

  業の評価を行い、実施計画の補正では22事業を査定しました。 

◆ 評価対象となった事務事業については、年度の中途における現状評価（事中評価）を行い、４ 

 段階で総合評価を行いました。 

◆ 「Ａ：計画どおりに事業を進めることが適当」と評価された事業は全体の33.1%であり、約３分の

２の事務事業が、事業の進め方や事業規模等の見直しの検討が必要となる評価結果としました。 
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◆ 企画政策部長評価（第１次評価）にあたっては、施策評価シートを活用し、施策全体のバランスを鑑 

 みながら、特にコスト投入の方向性については、提案された改革・改善案で成果の拡充が期待できる 

 事業に対して、重点的に拡大評価とし、現状のまま継続しても効果が期待できない事業に対しては、コ 

 スト削減を求める評価としました。 

◆ 理事者評価（第２次評価）にあたっては、第五次総合計画のスタートに伴う組織や事業再編による効 

 果や進捗状況などを考慮するとともに、事業部間の効果的な連携を促進するなどの観点から評価を行 

 いました。 

◆ 「基本戦略Ａ 子育て世代に選ばれる地域の創造」のうち、特に「プロジェクト1：子どもを産み育てる 

 環境の整備」には、「子育てしたくなるまち日本一プロジェクトチーム」における検討を踏まえ、母子保健 

 事業やにぎやか家庭応援事業（保育料減）などの事業に対してコスト拡大の評価とし、重点的に財源を 

 配分するよう調整しました。  

◆ 「基本戦略Ｂ 住みよい持続可能な地域の創造」では、地方版総合戦略の推進を図る観点から、国 

 の地方創生新型交付金などの財源の確保を見込んだ「多様な就業環境の創出」や「森林資源の利活 

 用促進」などに施策に対して、重点的にコスト拡充の評価をしました。 

◆ 「基本戦略Ｃ シニアが生き生きと活躍できる地域の創造」では、高齢者生きがいづくり事業（ロマン 

 大学、老人クラブ補助）や芸術文化事業などの事業内容が固定化し、期待する成果につながっていな 

 い事業に対しては、コスト縮小の評価としました。 

◆ 「基本戦略を包括し機能的に推進するプロジェクト」のうち、「地域ブランド・プロモーション」施策にお 

 いては、UIターンの促進を図る観点からシティプロモーション事業を拡大評価する一方、地域産品ブラ 

 ンド化事業については、コストの縮減を図りながら成果を拡充するようメリハリをつけた評価としました。 

    

(2) 今後の方向性 

◆ 総合評価をベースに、「成果の方向性」と「コスト投入の方向性」から事業の「今後の方向性」を 

  7分類で評価しました。 （※ 「コスト投入の方向性」については、包括予算制度の各事業部への 

 一般財源の配分に活用しました。） 

◆ コスト投入を拡大とした事業（①）は36事業（19.2%）に対し、縮小・皆減とした事業（③、④、⑥、 

 ⑦）は合わせて34事業（18.2%）とし、経営資源の有効配分に努めるよう評価しました。 

◆ コスト維持とした事業についても、事業の進め方の改善を図るなど、成果の拡充を求める事業

（②）を52事業（27.8%）としました。 

成
果
の
方
向
性 

拡充 × 
12 

（6.4%） 
52 

（27.8%） 
36 

（19.2%） 

維持 × 
17 

（9.1%） 
65 

（34.8%） 
× 

縮小 × 
2 

（1.1%） 
× × 

休廃止 
3 

（1.6%） 
× × × 

皆減 縮小 維持 拡大 

コスト投入の方向性 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

(3) 評価結果の総括 
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拡大 現状維持 縮小 皆減

1 出産・子育ての負担軽減 4 6 0 0 0 10

2 安心して子育てできる環境の充実 2 7 4 0 0 13

1 特色ある教育による知・徳・体の向上 0 10 2 0 0 12

2
きめ細かな支援による平等な学習機会の提
供

3 10 0 1 1 15

9 33 6 1 1 50

18.0 66.0 12.0 2.0 2.0 100.0

1 基幹産業の育成・支援 1 2 0 0 0 3

2 地場産業の育成・支援 0 1 1 0 0 2

3 農業の再生と高度化 2 10 1 0 0 13

4 多様な就業環境の創出 2 1 1 0 0 4

1 観光産業の育成・支援 0 3 2 1 1 7

2 新たな交流・集客の推進 3 6 3 0 0 12

1
持続可能な環境エネルギー地域社会への
転換

0 3 0 1 1 5

2 森林資源の利活用の促進 2 2 0 0 1 5

3 食の地産地消の促進 0 1 0 0 0 1

1 防災・減災の推進 4 7 1 0 0 12

2
都市インフラの長寿命化・再構築と公共施
設等の維持管理の最適化

2 10 6 0 2 20

3 行政機能の効率化の検討 3 3 2 0 3 11

19 49 17 2 8 95

20.0 51.6 17.9 2.1 8.4 100.1

1 社会や地域への貢献の支援 0 3 4 0 0 7

2 生涯学習と世代間交流の促進 2 6 1 0 0 9

1 健康寿命の延伸 0 10 0 0 0 10

2
住み慣れた地域で安心して生活できる基盤
の整備

2 4 1 0 0 7

4 23 6 0 0 33

12.1 69.7 18.2 0.0 0.0 100.0

1 地域ブランドの創造 1 2 1 0 0 4

2 子育て世代や若者の呼び込み 1 0 0 0 0 1

1 地縁コミュニティーの活性化 1 2 1 0 0 4

2 テーマ型コミュニティーの活性化 0 4 0 0 0 4

3 人と場の基盤の構築 1 4 0 0 0 5

4 12 2 0 0 18

22.2 66.7 11.1 0.0 0.0 100.0

36 117 31 3 9 196

18.4 59.7 15.8 1.5 4.6 100.0

10

5 域内循環システムの形成

6
危機管理の強化と社会基盤の最
適活用

7
生涯現役で社会貢献できる仕組
みの構築

8
健康寿命の延伸と住み慣れた地
域での生活継続

9 地域ブランド・プロモーション

(%)

小計

小計

(%)

小計

(%)

小計

地域課題を自ら解決できる「人」
と「場」の基盤づくり

Ｂ
　
住
み
よ
い
持
続
可
能
な
地
域
の
創
造

3 産業振興と就業環境の創出

4 地域資源を生かした交流の推進

Ａ
　
子
育
て
世
代
に
選
ば

れ
る
地
域
の
創
造

1 子どもを産み育てる環境の整備

第５　第五次総合計画 実施計画（H27-H29）　中期戦略体系一覧

Ｃ
　
シ
ニ
ア
が
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
地
域
の
創
造

(%)

基
本
戦
略
を
包
括
し
機
能
的
に
推
進
す

る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

合計

新規提案 合計
基本
戦略

PJ
№ 重点プロジェクト

施策
№ 施策

コスト投入の方向性

(%)

2 教育再生による確かな成長の支援
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成
果

コ
ス
ト

記
号

成
果

コ
ス
ト

記
号

新
規

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定
支
援

事
業

B
-4
-1
-2

生
活
環
境
課

－
－

－
－

－
－

復
活
要
求
は
予
算
編
成
で
対
応
す
る
。

木
曽
広
域
連
合
や
木
曽
地
域
の
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
最
低
限
の
レ
ベ
ル
で
参
画
す

る
こ
と
。

新
規

古
紙
再
生
機
の
導
入

B
-6
-3
-1

生
活
環
境
課

－
－

－
－

－
－

復
活
要
求
を
認
め
る
。

・
機
器
の
設
置
場
所
や
人
員
体
制
を
早
急
に
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
も
合
わ
せ
て

検
討
す
る
こ
と
。

・
廃
棄
文
書
の
処
分
と
い
う
観
点
か
ら
、
予
算
編

成
後
の
所
管
は
庶
務
課
と
す
る
。

新
規

広
域
共
同
利
用
型
コ
ン
ビ
ニ
交

付
事
業

B
-6
-3
-1

市
民
課

－
－

－
－

－
－

復
活
要
求
は
認
め
な
い
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
や
北
部
地
域
拠
点
で
休
日

等
に
交
付
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
方
向
で
検
討

す
る
こ
と
。

拡
大

ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
事
業

A
-2
-2
-1

家
庭
支
援
課

拡
充

現
状
維
持

②
拡
充

拡
大

①

復
活
要
求
を
認
め
る
。

専
門
職
（
指
導
主
事
）
の
配
置
は
認
め
る
が
、
期

待
す
る
効
果
が
出
て
い
な
い
教
育
相
談
員
等
の

削
減
を
図
る
こ
と
。

区
分

第
６

　
復

活
要

求
 
理

事
者

評
価

結
果

事
務
事
業
名

総
合
計
画
体
系

担
当
課

【
査
定
後
】
今
後
の
方
向
性

【
復
活
要
求
】
今
後
の
方
向
性

復
活
要
求
理
由
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基
本

戦
略
P
J
施
策
取
組

事
務
事
業
名

担
当
課

妥
当
性
有
効
性
効
率
性

総
合
評
価
成
果

コ
ス
ト
記
号

理
事
者
評
価
コ
メ
ン
ト

1
A

1
1

1
母
子
保
健
事
業

健
康
づ
く
り
課

④
②

②
C

拡
充

拡
大

①

・
提
案
の
方
向
性
は
認
め
る
が
、
市
民
（
母
親
）
に
は

わ
か
り
や
す
い
表
現
で
P
R
を
す
る
こ
と
。

・
ネ
ウ
ボ
ラ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
伝
わ
り
に
く
い
の
で
、

工
夫
す
る
こ
と
。

・
市
内
の
子
ど
も
の
成
長
過
程
を
ど
の
部
署
が
ど
の

よ
う
な
形
で
蓄
積
し
、
ト
ー
タ
ル
で
把
握
す
る
の
か
を

検
討
す
る
こ
と
。

2
A

1
1

1
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

④
②

②
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

3
A

1
1

2
に
ぎ
や
か
家
庭
応
援
事
業
（
保
育
料
減
免
分
）
こ
ど
も
課

③
②

③
C

拡
充

拡
大

①
長
時
間
保
育
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成

ま
で
に
精
査
す
る
こ
と
。

4
A

1
2

1
家
庭
支
援
推
進
事
業

家
庭
支
援
課

③
②

②
C

拡
充

縮
小

④
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

5
A

1
2

3
給
食
運
営
費

こ
ど
も
課

③
②

②
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

6
A

1
2

3
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
運
営
費

こ
ど
も
課

③
③

①
B

拡
充

縮
小

④
利
用
状
況
に
応
じ
て
人
員
配
置
や
運
用
の
見
直
し
を

検
討
す
る
こ
と
。

7
A

1
2

3
民
間
保
育
所
支
援
事
業

こ
ど
も
課

③
②

②
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

8
A

2
1

3
小
学
校
特
色
あ
る
教
育
活
動
事
業

教
育
総
務
課

②
②

②
C

拡
充

縮
小

④

9
A

2
1

3
中
学
校
特
色
あ
る
教
育
活
動
事
業

教
育
総
務
課

②
②

②
C

拡
充

縮
小

④

1
0
A

2
2

1
ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
事
業

家
庭
支
援
課

②
②

③
C

拡
充

拡
大

①
復
活
要
求
の
コ
メ
ン
ト
ど
お
り

1
1
A

2
2

1
教
育
相
談
研
究
事
業

教
育
総
務
課

③
①

③
C

拡
充

現
状
維
持

②
部
長
評
価
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

第
７
　
理
事
者
評
価
結
果
一
覧

・
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
認
め
る
。

・
コ
ン
ペ
方
式
や
小
規
模
校
が
動
き
や
す
い
よ
う
予

算
編
成
ま
で
に
制
度
設
計
を
精
査
す
る
こ
と
。
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戦
略
P
J
施
策
取
組

事
務
事
業
名
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当
課

妥
当
性
有
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性
効
率
性

総
合
評
価
成
果

コ
ス
ト
記
号

理
事
者
評
価
コ
メ
ン
ト

1
2
A

2
2

1
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
支
援
事
業
福
祉
課

-
-

-
-

新
規

・
生
活
困
窮
者
に
特
化
せ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
と
連
携
し
、
公
民
館
等
の
地
域
で
学
習
の
場
を
提

供
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

・
子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
検
討
し
、
予
算
編
成
で
提
案
す
る
こ
と
。

1
3
A

2
2

2
地
域
連
携
教
育
推
進
事
業

教
育
総
務
課

④
②

④
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

1
4
B

3
2

1
ぶ
ど
う
の
郷
づ
く
り
等
推
進
事
業

農
政
課

③
②

②
B

拡
充

現
状
維
持

②
ワ
イ
ナ
リ
ー
等
の
法
人
へ
の
支
援
の
あ
り
方
は
側
面

的
な
も
の
へ
と
見
直
し
、
ワ
イ
ン
大
学
の
卒
業
生
等

へ
の
支
援
を
手
厚
く
す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

1
5
B

3
2

2
木
曽
漆
器
振
興
事
業

産
業
政
策
課
・
ブ
ラ
ン
ド
観
光
商
工
課

②
②

②
B

拡
充

縮
小

④
地
場
産
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

1
6
B

3
3

1
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業

農
政
課
・
森
林
課

③
②

②
B

拡
充

現
状
維
持

②
部
長
評
価
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

1
7
B

3
3

1
農
業
再
生
推
進
事
業

産
業
政
策
課
・農
政
課

③
①

②
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

1
8
B

3
4

1
雇
用
対
策
事
業
（
U
・
Iタ
ー
ン
、
人
材
育
成
）
産
業
政
策
課

③
②

②
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

1
9
B

3
4

1
実
践
型
雇
用
創
造
事
業

産
業
政
策
課

③
①

②
C

拡
充

拡
大

①
3
年
間
で
1
3
6
人
の
雇
用
創
出
す
る
の
は
大
変
な
目

標
。
子
春
日
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
連
携
を
し
て
成
果

を
出
せ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

2
0
B

3
4

2
雇
用
対
策
事
業
（
子
育
て
世
代
の
就
労
支
援
）
産
業
政
策
課

③
③

②
B

拡
充

現
状
維
持

②
子
春
日
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
就
労
意
向
が
強
い
参
加

者
を
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
に
結
び
つ
け
る
よ
う
工
夫
を

す
る
こ
と
。

2
1
B

4
1

2
観
光
振
興
事
業

ブ
ラ
ン
ド
観
光
商
工
課

③
③

③
C

現
状
維
持
縮
小

③

観
光
協
会
は
法
人
化
し
て
も
カ
ネ
を
稼
ぐ
戦
略
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
振
興
公
社
等
の
他
の
第
三
セ

ク
タ
ー
等
と
の
統
合
も
視
野
に
、
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
。

2
2
B

4
2

1
都
市
交
流
型
週
末
農
園
の
推
進

農
政
課

②
①

②
B

拡
充

現
状
維
持

②
勝
弦
ク
ラ
ブ
や
農
業
公
社
、
振
興
公
社
等
が
主
体
の

取
組
と
連
携
さ
せ
、
農
政
課
は
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
こ
と
。

2
3
B

4
2

4
全
国
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

③
②

③
C

拡
充

拡
大

②
部
長
評
価
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。
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N
o
.
基
本

戦
略
P
J
施
策
取
組

事
務
事
業
名

担
当
課

妥
当
性
有
効
性
効
率
性

総
合
評
価
成
果

コ
ス
ト
記
号

理
事
者
評
価
コ
メ
ン
ト

2
4
B

4
2

6
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

企
画
課

④
②

②
C

拡
充

縮
小

④
・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
J
2
降
格
時
は
H
2
7
年
度

の
予
算
規
模
で
行
う
こ
と
。

・
所
管
は
ブ
ラ
ン
ド
観
光
商
工
課
と
す
る
。

2
5
B

5
1

1
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
循
環
シ
ス
テ
ム
形
成
事
業
Ｆ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

-
-

-
-

新
規

・
ペ
レ
ッ
ト
製
造
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
民
間
が
ビ
ジ

ネ
ス
ベ
ー
ス
と
な
る
よ
う
実
証
を
進
め
る
こ
と
。

・
薪
の
市
場
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
の
で
、
市
と
し

て
の
施
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

2
6
B

5
2

1
森
林
再
生
林
業
振
興
事
業
（
森
林
資
源
）
森
林
課

③
②

③
C

拡
充

拡
大

①

・
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
を
活
用
し
、
民
間
の
施

業
体
が
参
入
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
。

・
片
丘
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
て
蓄
積
・
活
用
す
る
と

と
も
に
、
法
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
は
国
等
へ
の
改

善
提
案
を
検
討
す
る
こ
と
。

2
7
B

5
2

1
林
業
被
害
防
止
対
策
事
業
諸
経
費

森
林
課

③
①

④
C

拡
充

拡
大

①
県
と
連
携
し
、
試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
な
ど
皆

伐
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
。

2
8
B

6
1

5
耐
震
対
策
等
事
業

都
市
計
画
課

③
①

③
C

拡
充

拡
大

①
単
価
の
見
直
し
を
機
に
、
D
M
に
よ
る
勧
奨
の
必
要

性
な
ど
市
の
関
与
度
合
い
や
予
算
規
模
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
こ
と
。

2
9
B

6
2

2
立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業

都
市
計
画
課

-
-

-
-

新
規

市
街
化
区
域
に
残
余
が
あ
る
の
は
本
市
の
強
み
で

も
あ
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
立
地
適
正

化
計
画
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

3
0
B

6
2

2
全
国
緑
化
フ
ェ
ア

都
市
計
画
課

-
-

-
-

新
規

提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

3
1
B

6
2

3
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

生
活
環
境
課

④
②

②
C

拡
充

縮
小

④
収
集
運
搬
コ
ス
ト
等
の
見
直
し
を
行
い
、
コ
ス
ト
全
体

の
縮
減
を
図
る
こ
と
。

3
2
B

6
3

1
知
の
拠
点
推
進
事
業

企
画
課

③
①

③
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

3
3
B

6
3

1
民
間
活
力
導
入
事
業

企
画
課

-
-

-
-

新
規

民
間
と
共
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
で
き
る
職
員
を

選
出
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

3
4
B

6
3

1
古
紙
再
生
機
の
導
入

生
活
環
境
課

-
-

-
-

新
規

復
活
要
求
の
コ
メ
ン
ト
ど
お
り

3
5
B

6
3

1
広
域
共
同
利
用
型
コ
ン
ビ
二
交
付
事
業

市
民
課

-
-

-
-

新
規

復
活
要
求
の
コ
メ
ン
ト
ど
お
り
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ン
ト

3
6
B

6
3

3
職
員
研
修
事
務
諸
経
費

人
事
課

②
②

②
C

拡
充

拡
大

①
効
果
の
薄
い
一
般
研
修
は
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

研
修
の
制
度
設
計
を
工
夫
を
す
る
こ
と
。

3
7
C

7
1

2
高
齢
者
い
き
が
い
づ
く
り
事
業
（ロ
マ
ン
大
学
）
長
寿
課

②
②

②
C

縮
小

縮
小

⑥

・
ロ
マ
ン
大
学
大
学
院
は
廃
止
す
る
方
向
で
検
討
す

る
こ
と
。

・
ロ
マ
ン
大
学
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
、
再
入
学

を
認
め
る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
。

3
8
C

7
1

2
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
運
営
事
業

長
寿
課

③
②

②
C

現
状
維
持
縮
小

③
提
案
ど
お
り
の
方
向
性
で
、
各
施
設
の
活
用
方
法
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
。

3
9
C

8
1

1
歯
科
保
健
事
業

健
康
づ
く
り
課

④
④

②
B

拡
充

現
状
維
持

②
歯
科
衛
生
士
の
あ
り
方
を
塩
筑
歯
科
医
師
会
と
連

携
し
、
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

4
0
C

8
1

3
健
康
活
動
支
援
事
業

健
康
づ
く
り
課

③
②

③
B

拡
充

現
状
維
持

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
レ
ク
等
の
ス
ポ
ー
ツ
系
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
体
育
協
会
中
心
に
運
営
す
る
よ
う
、
見

直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

4
1
C

8
2

1
保
健
衛
生
繰
出
金

健
康
づ
く
り
課

④
②

③
C

拡
充

拡
大

①
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

4
2
C

8
2

2
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

長
寿
課

④
②

③
C

拡
充

現
状
維
持

②
提
案
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

4
3
D

9
1

2
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

企
画
課

④
②

②
C

拡
充

拡
大

①
将
来
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
検
討
し
な
が
ら
、
外

部
機
関
を
効
果
的
に
活
用
し
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

4
4
D

9
2

1
移
住
定
住
促
進
事
業

企
画
課

③
②

③
C

拡
充

拡
大

①

・
賃
貸
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
設
計
の
方
向
性

は
認
め
る
の
で
、
将
来
的
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム

に
乗
せ
る
工
夫
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
メ
ー
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
エ
プ
ソ
ン
の
福
利
厚
生

制
度
を
加
味
し
て
制
度
設
計
を
す
る
こ
と
。

4
5
D

1
0

1
1

地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

地
域
振
興
課

③
②

②
B

拡
充

現
状
維
持

②

・
計
画
作
成
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
や
る
気
の
あ

る
地
区
に
重
点
的
に
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
こ

と
。
・
主
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
早
急
に
進

め
る
こ
と
。

4
6
D

1
0

2
1

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

交
流
支
援
課

④
③

②
B

拡
充

現
状
維
持

②
部
長
評
価
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
。

4
7
D

1
0

3
1

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業

図
書
館

④
②

②
C

拡
充

拡
大

①
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
っ
て
は
コ
ス
ト
削
減
の
工
夫

を
す
る
こ
と
。
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